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チ ャ ー ル ズ ・ゴ ー ドンの 戯 曲

『ひ とか どの人 間 と してい られ る場 所 も

な く』 につ いて

高 見 恭 子

1

チ ャ ー ル ズ ・ゴ ー ド ン(CharlesGordon,1925-)1)の 戯 曲 『ひ とか ど の 人 間

と し て い ら れ る場 所 も な く』(N・Placet・BeS・meb・dy,1969)は,ド ラ マ 部 門 で

1970年 度 の ピ ュ ー リ ッツ ァ ー 賞 を受 賞 した 作 品 で あ る 。 戯 曲 家 で あ り俳 優 で も

あ る ゴ ー ド ン に と っ て,こ の 戯 曲 は 彼 の 作 品 の 中 で 初 め て 上 演 さ れ た もの で あ

っ た が,彼 は黒 人 と して こ の 賞 を 受 賞 した 三 番 目 の 人 物 と な っ た 。 こ の 戯 曲 は

1967年11月,ニ ュ ー ヨ ー ク のSheridonSquarePlayhouseで 初 演 さ れ た 後,

1969年5月 に は オ フ ・ブ ロ ー ド ウ ェ イ のNewYorkShakespeareFestival

PublicThertreで,1969年12月 に は ブ ロ ー ド ウ ェ イ のAmericanNational

TheatreAcademy(ANTA)で 上 演 さ れ た 。 ジ ョ ウ ゼ フ ・パ ッ プ のPublic

Theatre制 作 に よ る ブ ロ ー ドウ ェ イ で の 上 演 が は じ ま る と同 時 に様 々 な批 評 が

巻 き起 こ っ た 。 ゴ ー ド ン は 「エ ドワ ー ド ・オ ー ル ビ ー 以 来 の 最 も驚 嘆 に値 す る

新 しい ア メ リ カ の 劇 作 家 」 で あ る とか,ユ ー ジ ン ・オ ニ ー ル を ひ きあ い に だ し

て,こ の 戯 曲 は 「… … 生 粋 の ア メ リ カ の サ ル ー ン ・ ドラ マ で あ り,『 氷 屋 来 る 』

の 様 な伝 統 を踏 ま え て い る 」 と か 等 々2)。 ま た 『タ イ ム 』 誌 は こ の 戯 曲 を 「戯

曲 の ブ ラ ッ ク ・パ ンサ ー 」 と称 し,そ れ は 「… … 黒 人 と 白 人,黒 人 と黒 人 の 関

係 の 現 代 の 構 造 に,抑 制 の 無 い 激 怒 で 捻 り,引 っ 掻 き,あ た か も都 会 の ジ ャ ン

グ ル の 様 に オ フ ・ブ ロ ー ドウ ェ イ を 物 色 す る 。 … … 」 と評 して い る3)。 こ の 作
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品 をめ ぐる様 々 な批評 の中か ら取 り上げた上記の引用 の うち,前 者 は この戯 曲

を現 代 ア メ リカの演劇 史の 中で位 置づ け ようと した もので あるが,こ こで は も

っぱ ら後 者 の 「戯 曲 の ブ ラ ック ・パ ンサ ー」 と言 う定義 をふ まえつつ(そ の是

非 をも含 めて),黒 人演 劇 の視 点 か ら考 察 して み た い と思 う。

さて,『 ひ とか どの 人 間 と して い られ る場所 もなく』、は黒 人 に とっての1960

年 代 の意 味す る もの を示 唆 す る重 要 な作 品の一つで ある。 それ は とりもなお さ

'ず
,1963年 の ワ シ ン トン大行 進 を頂 点 とす る黒人運動が1960年 代 後 半 の黒 人 の

状 況 に とって どの よ うな意味 を持 って いたか を問 うことであ り,そ こか ら彼 ら

の未 来 を指 向 しよ う とす る ものであ るか らで ある。

1960年 代 の黒 人演 劇 は同 時代 の黒 人 運 動 と密接 な関 わ り合 い を持 ってい る。

言 いか えれば,黒 人 を取 り巻 く政 治 的状 況 の 変化 と共 に演劇運動 も変化 してい

った と言 えるであ ろ う。そ うした視点 にたって,ゴ ー ドンの この戯 曲 を考 察 す

る に あ た って,1960年 代 の運 動 を振 り返 って み た い と思 う。南部 を中心 に繰 り

広 げ られてい った公民権運動 は非暴 力 による戦い だ ったに も係 わ らず,白 人 の

暴 力 に よ る彩 しい犠 牲 者 をだ した。NAACP(全 米黒人向上協会)やM.L.キ ン

グ を指 導 者 とす るSCLC(南 部 キ リス ト教徒指導者会議)は,そ う した 中,首 都

ワシ ン トンに む けて の 請願 デ モ を計 画 し,前 述 の ワ シ ン トン大 行 進 とな っ たの

であ る。だが,こ の デモ に も係 わ らず 一 片 の公 民権法 の通過 もみ られず,む し

ろ,黒 人 の感 情 を抑 え る役 割 を果 た した とい う非難が生 まれた。 そ した状 況の

中で,運 動 の 主 流 は非 暴 力 か らア グ レ ッシープな ものへ と移 ってい く。北部の

黒 人街 において独 自な運動 を展開 して いた民族主義的色彩 の濃 い ブラ ック ・モ

ス リムの指導 者マル カム ・Xが ア フ ロ ・ア メ リカ ン統 一 機 構 を結成 し(1963年),

SNCC(学 生非暴力調整委員会)の ス トー ク リー ・カ ーマ イ ケ ル が 「ブ ラ ック ・

パ ワー」のスローガ ンを提 唱 し(1966年),ヒ ュー イ ・ニ ュー トン はボ ビ ー ・シー

ル と共 にブラ ック ・パ ンサ ー党 を結成 した(1966年)。 ニ ュ ー トンは黒 人街 を 白

人 か ら解 放 し黒人の管理 に よる社 会主義 的共 同体 を形成 しよう とした。 これ ら

の運動 は,"Blackisbeautiful"に 象徴 され る黒 人 の民 族 と して の誇 りを強調 し,

黒 人 のパ ワ ー を前 面 に打 ち 出す もので あ った。



チ ャール ズ ・ゴー ドンの戯 曲79

一 方
,黒 人 演 劇 に 目 を転 じて み る と,1964年,ル ロ イ ・ジ ョー ン ズ が"The

RevolutionaryTheatre"の 宣 言 を し,60年 代 の 革 命 的 黒 人 演 劇 を 布 告 し た 。 そ

し て,1967年 以 降,各 地 の 黒 人 社 会 で 多 くのBlackcommunitytheatreが 復 活

し た 。 同 年 に は,ダ グ ラ ス ・ タ ー ナ ー ・ ウ ォ ー ドのTheNegreEnsemble

Company,ロ バ ー ト ・マ ク ベ ス と エ ド ・ブ リ ン に よ るTheNewLafeyette

Theatreが,1968年 に は,バ ー バ ラ ・ア ン ・テ ィ ー ル のTheNationalBlack

Theatreが 結 成 さ れ て い る4)。 ま た,1968年 に ロ ン ・ミ ル ナ ー が 発 表 し た エ ッ

セ イ"BlackTheatre-GoHome",1973年 に エ ド ・ブ リ ンが 『ヴ ィ レ ッジ ・ヴ ォ

イ ス 』 誌 に 発 表 した,西 洋 の 伝 統 か ら解 放 さ れ 黒 人 に 密 着 した 芸 術 の 再 生 を う

た っ た 宣 言 も忘 れ て は な ら な い で あ ろ う。 こ れ ら の1960年 代 中 期 以 降 の 一 連 の

黒 人 演 劇 運 動 に つ い て は,個 々 に論 ず る必 要 が あ る の だ が,こ こ に お い て は,

そ れ らの 共 通 項 は,1923年 にW.E.B.デ ュ ボ イ ス が 発 表 し た エ ッセ イ"`Krigwa

PlayersLittleNegroTheatre':TheStoryofaLittleNegroTheatreMove-

ment"に お け る 主 張,"TheplaysofarealNegrotheatremustbe:1.About

us.… …2.Byus… …3.Forus… …4.Nearus… …"5)に 集 約 さ れ る と 言 う こ

と に 止 め て お く。

ゴ ー ド ン は こ う した 一 連 の 黒 人 演 劇 運 動 の 基 本 的 な 傾 向 に反 対 す る 人 々 の 声

と して 出 現 し た 。 彼 は 二 つ の 人 種 を分 離 しか ね な い い か な る ラ デ ィ カ ル な 政 治

運 動 に も懐 疑 的 で あ る 。 彼 は,黒 人 の 体 験 は トー タ ル な ア メ リ カ 人 と して の 体

験 の 一 面 で しか な く,白 人 の 体 験 の 存 在 な く して 黒 人 の 体 験 は存 在 し え な い し,

逆 も ま た しか りで あ る と主 張 す る 。 そ して,彼 は 黒 人 演 劇 運 動 は 同 時 代 の 政 治

に よ っ て あ ま りに も限 定 さ れ て い る と し な が ら も,そ う した 現 実 や 現 実 に対 す

る 責 任 を 回 避 す る つ も りは な い 事 を 理 解 して 欲 しい と願 っ て い る6)。 「私 は 政

治 的 見 解 は 持 っ て い る が,政 治 癖 は な い 。 … … 私 は た だ 人 々 と話 た い だ け だ7)」

と。

ゴ ー ドンの 前 者 の 主 張 は 黒 人 作 家 に と っ て こ と さ ら新 しい もの で は な い 。 白

人 と黒 人 を 取 り巻 く状 況 は 両 者 に と っ て 抜 き差 し な ら な い もの で あ る と言 う主

張 は,例 え ば,ジ ェ ー ム ズ ・ボ ー ル ドウ ィ ンの 作 品 の 一 貫 した テ ー マ で あ っ た 。
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そ して また,ゴ ー ドンの この戯 曲 の タイ トル は,明 らか に,ボ ール ドウ ィ ンの

エ ッセ イ,NobodyKnoωsMorNameやNoNαmesintheStreet,そ して 戯 曲 の

BluesforMrCharlieな ど を想 起 させ る。 一 方,後 者 の 主 張 にお い て,ゴ ー ド

ン 自身,自 らの作 品が プ ロパ ガ ンダ と して機能す ることを拒否 してい るに もか

か わ らず,『 ひ とか どの 人 間 と して い られ る場所 もな く』 は極 めて政治 的な メ

ッセ ージに満 ちて い る。 ドラマ は政治 に対 してアパ セテ ィクな登場 人物 によっ

て展 開 され てい くの だが。それ は,政 治(つ まり力関係 と言 う力学)的 存 在 と し

て 人 種 関係 が 機 能 して いる とい う現実が存在す る限 り,い か な る黒 人作 家 もこ

れ を免 れ え ない事 は 自明で ある と言 うことに他 な ら無 い。 そ して,両 者 を取 り

巻 く状 況 が 緊 迫 す る時,黒 人 は 自 らの黒 さに 固執 す る。 そ して,そ の黒 さの根

源 にあ る もの と して浮上す る ものが彼 らのサ イケであ りソウルであ る。 ゴー ド

ンの描 く世界 は,白 人 と黒 人 の 関係 が 共 存 とか 同化へ の道 に向か ってい るので

はない現実 に対 して警告 を発 しているのであ る。 こう した アメ リカにお ける人

種 関係 の根源 的な問題 とコンテ ンポ ラ リーな政治状況 をいかに して一つの世界

に組み こんで い くか,そ して,そ う した状 況 の 中 で黒 人 で あ る と言 う存在 は未

来 に向 けて どう機 能 してい くのか,ゴ ー ドンの ドラマ ター ジー はそ こに力点が

おかれて いる と言 えるで あろ う。

2

こ の戯 曲 は ニ ュー ヨー クの ウ ェス ト ・ヴィ レッジにあ る黒 人青年,ジ ョニ ー

の 経 営 す るバ ー を舞 台 に展 開 され る。時 は この十五 年(つ ま り1969年 か ら見 た)

の あ るニ カ月 間。 幕 が 開 くと,肌 の色 の 白 い黒 人 青 年 ゲ イブが 前 口上 を述べ る。

彼 は タイプを打つ手 を止め,怒 った表 情 で彼 の執 筆 中 の戯 曲 につ いて観 客 に語

りか ける。彼 の頭 の中で進行 してい く ドラマ は決 して彼 の 白入 かぶ れの想像 の

産物(afigment・fmygrassyimaginati・n)で は無 い と。 更 に彼 は聖書 を取 り出 し,

ダ ニエ ル書,8章16-17節 の箇 所 を暗 唱 す る8)。 これ は,ダ ニ エ ルが 幻 を見 た

後,彼 が そ の幻 の 意 味 を彼 に理 解 させ よと天使 ガブ リエ ル に告 げ る神 の声 を聞
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くシ ー ンで あ る。 旧約 聖 書 で は続 いて,ガ ブ リエ ル が彼 に 「・… ・・そ の幻 は,終

わ りの 時 の こ とで あ る9}。」 と告 げ る の で あ るが,ゲ イ ブ の 台 詞 に お い て は,

語 られず 暗 示 す る に止 ま って い る。 ゲイブの名 は天使 ガブ リエル に由来 す る も

のであ り,彼 が こ れか ら展 開 され る劇 の起 因者で ある事,そ して,そ の 世 界(つ

ま り,幻 一thevisi・n一 の表出)は 黙 示 録 的暗 示 に満 ち て い る事 を想起 させ る。

さて,こ の戯 曲 の プ ロ ッ トは,ゲ イブ の前 口上 に よ って示 され るように,二

重構 造 に な って い る。 そ して,そ の 一 つ は形 而 上 的 テ ーマ の展 開で あ り,も う

一 つ は形 而 下 に お け る プ ロ ッ トの展 開である。前者 はゲ イブ によって呈示 され,

後 者 は ジ ョニ ー を中心 に展 開 される。 ジ ョニーはゲイブに よって生 み出 された

人物であ るが,ゲ イ ブ も劇 中人 物 と して登 場 す る ことに よって,上 記 の二 つ の

プ ロ ッ トが 相 互 に絡 みあい,相 乗 作 用 を生 み 出 しカ タス トロ フ ィーへ と向か っ

てい くので ある。以下,こ う した視 点 か ら,こ の戯 曲 を具 体 的 に考 察 して い く

こ とにす る。

劇 中人物 と してのゲ イブ は作 家であ り,失 業 中 の俳 優 と して登 場 す る。彼 の

肌 の色 の 白さは,彼 が 自 らの本 質(blackness)に 迫 る事 を回 避 して い る存 在 で

あ る こ とを示 している。 それは2幕3場 に お け る彼 の独 白 に よ って示 され るの

で あるが,彼 は外 の世 界 で 展 開 され て い る政治運動 に背 を向け,部 屋 に篭 も り

心 の 中 に生 じて くる物 と対峙 してい る。彼 は自分 の中 にあ る殺 意 を恐 れ,外 の

世 界 に 出 て い くこ とが で きな い。 この内向的な心 の葛藤 の産物 としてゲ イブは

彼 と対 照的 な人物 ジ ョニー を生 み出す のであるが,ジ ョニ ー を巡 って 引 き起 こ

され る ス トー リー を展 開 させ ることによって 自 らの本質 を顕在化 させ てい く。

こ う した プ ロセ スの 中で,形 而 上 の テ ー マ が,ゲ イ ブ の ワ シ ン トン大 行 進 と

M.L.キ ン グ を皮 肉 った 詩(1幕2場),自 嘲 的 な 詩,"Whiterthansnow"(2幕

1場),彼 が ミ リタ ン トと して の 自分 を受 け入 れた後 の"blackness"に 言 及 した

詩 で こ の 劇 中 最 も有 名 な台 詞 とな った"They'smo'tobein'blackthanmeets・

theeye!"(3幕1場),マ シ ー ン ・ド ッグの 出現(3幕3場),喪 服 に身 を包 ん

だ女 とな っ た ゲ イ ブ(3幕4場)と して 同 時進 行 的 に呈 示 されて い くので ある。

形而下 のプ ロ ッ トに 目を転 じて見 よ う。ス トー リーは黒 人青年,ジ ョニ ー の



82

経営す る酒場 を舞台 に,そ こに現 れ る様 々 な 人物 と彼 らの係 わ りを描 きなが ら

展 開 して い く。彼 らは"somebody"に な れ る場 所 を求 め つ つ 挫 折 した 人物 で

あ り,そ の挫 折 は一 様 に人 種 関係 の構 図 に よって引 き起 こされた ものであ る。

ジ ョニーは ピムプでハ ス ラーであ り,イ タ リア人 の縄 張 りの 中 で黒 人 のマ フ ィ

アを作 る野心 に燃 えて いる。彼 はゲイブのスポ ンサ ーで もある。店 のバ ーテ ン

ダー,シ ャ ンテ ィー は ジ ャズ に取 りつ か れた黒人かぶ れの白人青年 であ る。バ

レー ・ダンサ ーの メル ビンは白人文化 にひかれ る黒 人青年 であ る。 デ ィー(若

い白人女性)と エ ヴ ィ ー(若 い黒人女性)は ジ ョニ ーの抱 え る売 春婦 で あ る。コー

ラは黒人の看 護婦で いつ も白人の恋人 を探 し求めて いる。マ イ クはイ タ リア人

のマ フ ィアの手下で,メ ア リー は リベ ラル な 白人 女性 で ある。 ス ウィーツは黒

人でハ ス ラーであ ったが,殺 人 罪 の刑 期 を終 え 出所 して くる。 これ らの人物 は

いずれ も同化,適 応,疎 外 とい っ た人種 関係 のあ らゆ る精神的混乱 を示す ア レ

ゴ リカルな存在 と して登場 す る。 それ故,彼 らの 未 来 は暗 く悲 劇 的 で あ る。

3

1幕 で は上 記 の 人 物 及 び彼 らを取 り巻 く状 況が呈示 され,ス ウ ィ ー ツの 出所

とメ ア リー の 出現 に よって彼 らの世界 に波紋が生 じ,悲 劇 へ の序 奏 が 開 始 す る。

中心 人物,ジ ョニ ーの 素性 は孤 児 の彼 を育 て た コー ラに よって語 られ るが,

彼 は顔 にベ ー ル を被 って 生 まれ た とい う。南部 の黒人社会 では,ベ ール を被 っ

て生 まれ た赤 ん坊 は亡霊 を見,41種 の地 獄 を呼 び起 こす とい う言 い伝 えがあ る

と彼 女 は言 う10)。彼 は父 親像 をス ウ ィー ツ に求 め,ハ ス ラーへ の 道 を歩 ん で い

く。 黒 入 に とって選択の道 はただ一つ 白人が一人残 らず いな くな るまで彼 らを

倒 す こ とだ と,・白人 の マ フ ィアの 一 人 を殺 害 したスウ ィー一ツは,ジ ョニ ー に 出

所 後 にあ る計 画 を実行 す るつ も りだ と告げ刑 務所 に入 る。 ジ ョニー は夜 の家業

(them・wlj・bs)を 営 み なが ら,ス ウ ィー ツ の 出所 を待 って い た 。そ こヘ ス ウ ィー

ツの 出所 を知 らす電 報が届 き(1幕2場),彼 が 出所 して くる(1幕3場)。 とこ

ろが,病 に犯 され余 命 い くば くもな い彼 は刑 務所 の中です っか り改心 し,ジ ョ
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ニ ー に も まっ とうな道 を歩 め と説 得 す る。二人 はスウ ィーツのい うところの「白

人熱病」("Charliefever")を 巡 って対 立 し噛 み合 わ な い。(1幕3場)。

CharlieはMisterCharlie(whitemanを 意味す る黒 人英語)の 誰 っ た語 形 で

あ るが11),こ こ にお い て は,黒 人 か らみ た 白人 の持 つ あ らゆ る価 値体系 を意味

してい る。"Charliefeveti"に つ いて は ス ウ ィ ー一ツの 台 詞 を とう して語 られ る。

つ ま り,そ れ は 白人 の よ うに物 質 的 な豊 か さを手 に入 れる事 が人間 らしい生 き

方 につ なが る事 だ と信 じ,そ の 為 に は手 段 を選 ば ない 生 き方で あ る と。"… …

huslin'an'usin'yo'busquittopullquickieswastheonlyway幽wecouldfeellike

wewasmen."12)と 言 うス ウ ィー ツの 台 詞 はSomebodyに な る道 をハ ス ラー に

求 め た 若 者 の姿 を端的 に示 して い る。 だが,彼 は そ の"Charliefever"は 白

人 と更 に 自分 へ の憎 悪 を生 み,そ の憎 悪 が犯 罪 とな って黒 人 を破滅 させ る しま

つ の悪い病で ある と告 げるので ある。

"Ch
arliefever"に つ い て はゲ イ ブ とジ ョニ ー の会 話 にお いて も示 され る。

作 家 と して も俳 優 と して も正 当 に評価 されず 窮地 にた って い るゲイ ブにジ ョ

ニ ー は``It'sCharlie,ain'tit?","lt'swrotealloveryou."13>(1幕1場)と

語 る。 ゲ イ ブ の作 品 に はCharlieに 対 す る憎 悪 と嘲 笑 が込 め られ て い るこ とを

指摘 されて も,彼 は ジ ョニ ー の生 き方 に同調 す る事 は出来 ない。それ は単 にモ

ラルの問題 だけでな く,白 人 社 会 に対 す る反 駁 は死 を意 味す る事 であ る と知 っ

て い るか らに他 な ら無 い。 ここにおいて 明 らか な事 は,反 駁(ジ ョニー)と 適

応(ゲ ィブーあ る意味では両者が交錯 しているのだが一)と い う二 人 の あ い 反 す る

生 き方 も人種 関係 における疎外 的状況 か ら免 れ えない とい う言 う事 であ る。

1場 に お け る ゲ イ ブ の詩 は上 記 の ジ ョニー との会話 の前 に語 られ るのだが,

ドラマ の オ ー デ ィシ ョンに落 ち憤慨 し自棄 にな った彼 の心情 を披渥 した もので

あ る。(ス テレオ タイプの黒人奴隷 を演 じるには彼の肌は白すぎる。)こ の 詩 は,ワ シ

ン トン大 行 進 をパ ロ デ ィー化 した もので,彼 が そ の模 様 を語 る とい う設 定 にな

ってい る。

あ らゆ る黒 人 や 白人(ビ ー トニ ックや ヒッピー)が 集 ま った この大 行 進 はそ こ

に集 っ た 白人 や テ レビを見 て い る人々 に我 々が本気 で平等(・ure-kwa-le-te)



84

を 勝 ち と ろ う と し て い る 事 を 知 ら す た め で あ っ た と 。 や が て,一 人 が あ る 人 物

を 紹 介 し そ の 人 物 が 登 場 す る 。

An'heboomedoutoverthatmickey-phonean'calledforallblackfolkto

unitean'notroamtootherorguzashunswhojus'wantedtofightwhite

peoplean'gitwhattheycaninacountrythatwouldsoongivelibertyan'

'qualitytoe
veryman!14)

こ の"ablackmanofblackdeedsan'blackfame"と 紹 介 さ れ た 人 物 の 名 は示 さ

れ な い("1'11damnedtohell,Idisremenberhisname!")が,そ の 人 物 はM.Lキ ン グ

で あ りス ピ ー チ は 彼 の"IHaveaDream"を 指 して い る 事 は 明 らか で あ る 。 彼

は 観 衆 に 向 か っ て 団 結 を 呼 び掛 け,ラ デ ィ カ ル な 道 に 進 む こ と を諌 め る 。 黒 人

の 運 動 を再 び 穏 健 な道 へ と 向 か わ しめ るべ く軌 道 修 正 させ よ う とす る彼 の 態 度

を ゲ イ ブ は"ら ば"を 駆 る 御 者 に み た て て 椰 楡 す る 。(ら ば はゾ ラ ・ニー ル ・ハ ー

ス トンが黒 人 を称 した もの に拠 る のか 。)彼 は そ の ス ピ ー チ の 要 旨 と称 して 次 の よ

う に 述 べ る 。

Hya!

You,Afro-Americans!

● ● ● ● ● ● ● ● ■ ● ● ●

Gitbackonthetrack!

●o● ● ● ● ● ● ■ ● ●o

Don'trocknoboat!15)

と,そ の人物はあ らゆる層の黒人に呼び掛けたあと,次 のように締め括 る。

Nowjunkiesdon'tdilly

Youhusslersdon'tdally!

Don'twasteyo'timesmokin'pot
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Insomeparkandalley,

'CauseCharlieiswatchin'you!16}

彼 が声 も洞れがれにな り席に戻 ると,牧 師が祈 りを捧げたあと公民権は奪い取

れなかったと告げ,集 会は終わる。'

BythistimeIwassoconfusedmyheadwasinaspin!

Somebodyelsegotupwithagrinnin'face!

Saidtoleavethatplacelikewefoundit!

Tha'swhenIreachedinmypocketan'pulledoutmypacketan'beforeev_

erybodytookasip'amywine!

T}1enwelef'thatplacewithoutne'rtrace!

An'wedidn'tleavene'rchit'lin'behin'17)

ゲ イブの詩 は以上で終 わるが,軌 道 を逸 しよ う と した黒 人大 衆 を静 め軌道修正

を試 みた この集 会 において,一 切 の痕 跡 も,"チ タ リ ング"さ え も残 らな か っ

た と結 ばれ る。"チ タ リ ング"は"blackness"を 示 す もの で あ るか ら,こ の 集

会 は"blackness"を 一 掃 す る た め の もの に他 な らな か った と。従 って この詩

の基 調 に あるの は前述 の キ ングの運動 を批判 した ラデ ィカルの視点 で あ り,

ゴ ー ドンは そ れ を ゲ イ ブ を と う して見事 な までにパ ロデ ィー化 してい る と言 え

よう。

ドラマ は彼 らの世界が ス ウィー ツとメア リー ・ル ーの出現 によって変化 して

い く2幕 に む け て展 開 して い く。 ス ウ ィー ツが帰 って きた事 で脅威 を感 じた白

人のマ フ ィア はジ ョニー を脅迫 し始 める。そ して,そ こへ,ピ ケ を張 って い た

白人 の女 性,メ ア リー ・ル ー が客 と して入 って くる。彼女 は公民権 運動 のデモ

に加 わ ってい る純粋 な リベ ラ リス トであ るが,ジ ョニ ー は彼 女 達 の よ うな 白人

の リベ ラ リス トを憎悪 してい る。彼 は彼女 の運動へ の参加 の根底 には性 的 な物

が潜 んでい ると椰楡 す る(1幕3場)。 ジ ョニ ー は メ ア リー に差 し出 す飲 み物(ダ
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イ キ リ)に シ ン ボ リ ッ ク な イ メ ー ジ を か ぶ せ る 。 彼 女 が そ れ(ジ ョニ ー,つ ま り

黒 人 男性)を 飲 み 干 す 事 に よ っ て 彼 女 は堕 落 し た性 の 魔 術(adepravedsexmagic)

の 虜 に な り,彼 を飲 み 込 み や が て は 彼 女 自 ら も破 滅 す る で あ ろ う と18)。 だ が,

彼 女 は そ れ を 口 に し な い で 出 て い く。 メ ア リ ー に代 表 さ れ る 白 人 の 良 心 と ジ ョ

ニ ー の 世 界 は ま っ た くか み あ わ な い の で あ る 。

2幕 は 酒 に酔 っ た ゲ イ ブ が テ ー ブ ル に 向 か い,古 い プ ロ テ ス タ ン トの 賛 美 歌

("Whiterthansnow,yes!/Whiterthansnow!/Now,washme,andIshallbe/

Whiterthansn・w")を 歌 い 始 め る 。 や が て 彼 は そ の 歌 か ら 白 くな りた い と願 っ

た 黒 人 の 心 情 を テ ー マ に した 詩 を披 露 す る 。 次 に示 す の は そ の 最 後 の 部 分 で あ

る 。

Foratlastt}1eyknew

Wewerenotlikeourclean-whiteneighbours!

Mostofall!Weweresafe!

Assuredatlast!

Wecouldnevermorebe

Likethosedirty-niggers!

Wholivefaraway!

Faraway,inhovevelsacrossthetracks!

(Heburstsintosong.〉

"Whit
erthansnow!Yes!Whiterthansnow!

Oh,washmeandIshallbewhiterthansnow"19)

彼 は脆 いて天 に向か って手 を差 しのべ る。

この詩 は黒 人の中産階級 がゲ ッ トーか ら白人の居 住 地区へ と移動 してい った

住居 の可動性 の問題 と彼 らの 白人へ の憧1景 を ミ ックス して描 い て い る。 この詩

の"white"は ア ミ リ ・バ ラ カ が 彼 の 詩,"WeOwntheNight"の 中で 逆 説 的

に 使 用 した"fair"に 通 じ る意 味 を持 っ て い る。(彼 はfair・beautiful,clean,and
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just=whiteと 定…義 し使用 している。)白 人社 会 へ の 同化 を求 め た黒 人 は 自らの帰属

性 を失 った事 を知 らされ るのみ なのであ る。

2幕 の ス トー リー はゲ イブ の 詩 を受 けてそれぞれの登場 人物が人種的状況 の

中で愛 に挫折 した過去 を告 白す るシー ンか らなってい るの だが,1場 で は ス ウ

ィー ッが ジ ョニ ー に全 財 産 を譲 るか ら足 を洗 うよ うに説得 す るが失敗す る。 ス

ウ ィーッは刑務所 の中で聖書 を熟読 し改心 す るのだが,神 の存 在 を認 知 で きな

か った の は神 の姿 があ ま りに黒 くて 目にはい らなか った と告げ る。 ジ ョニーは

彼 に貰 った銃 を突 きつ け,ス ウ ィー ツ は退場 す る。 一 方,再 び メ ア リー ・ル ー

が ジ ョニ ー の店 を訪 れ,そ れ を居 合 わせ た マ フ ィアの 一 人 に知 られ る。そ して,

彼 女 の父 が そ の マ フ ィアの顧 問弁護士 だ と知 り,ジ ョニ ー は身 の危 険 を察 知 す

る。(2幕3場)

3幕 は戦 い の 開始 を意 味 す るゲ イ ブ の シンボ リックな儀式 で幕 があ く。 テー

ブルの中央 に は大 きなモ ロ トフ ・カクテル(火 炎瓶の一種),更 に"NegroesRiot"

とい う見 出 しの新 聞,ア メ リカの 国旗 を思 わせ る旗,自 動 小 銃 の入 った皿 とナ

イ フ とフ オー クが 置 か れ て い る。彼 は"They'smo'tobein'blackthanmeets

the/eye!(黒 い とい うことには 目に止 まる以上のものがある)"で 始 ま る 自作 の

詩 を朗 読 し,銃 を食 べ,モ ロ トフ ・カ クテ ル を飲 み干 す 。 そ して,"Bru-thas

an'sistas!Willyajineme!'"と 呼 び掛 けて ライ トが 消 え る。

上 記 の彼 の詩 は黒 人 を黒 人た ら してい る もの,つ ま り,彼 らの存 在 の構 成 要

素(嗜 好,口 調,仕 草 に止 まらず,一 切 の行為)を 羅 列 した もの で あ るが,最 後 の

部 分 に到 って そ れ らの基 底 にあ るム ー ドが何 であ るか示 され る。つ ま りそれ は

狂気で あ り傷心 に他 な らない。

Gave:``They'smo'tobein'blackthanmeetstheeye!

Bein'black,islikethewayyawalkan'

Talk!

It,saway,alookin,atlife!

Bein'black,islikesayin',``what'shapPenin',
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An'bein'understood!

Bein'black,iseatin'chi'linsan'wah-tah-

Melon,an'tohellofanybody,iftheydon't

Likeit!

o● ● ● ● ● ●oo● ● ● ● ●9■o● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

Bein'blackhasaway'amakin'yamadmos'

Ofthetime,hurtallthetimean'havin'

Somanyhangups,theproblem'ssoo-side

Don'tevenenteryo'min'It'sbuyin'

Whatyoudon'twant,beggin'whatyoudon't

Need!An'stealin'whatisyo'sbyrights!

● ● の ●o● ● ● ・ ● ● ● ● ●.●.● ●.・ ● ● ● ● ● ● ・20}

ジ ョニ ーを心配 して メア リーが再 び訪れ る。彼 女 の善意 は二つ の世界 の境界

を犯 す行為 に他 な らない。マ フ ィアの犯罪の フ ァイルを彼 女の父が所有 してい

るこ とを知 った彼 は,最 悪 の 事 態 が 生 じよ う と して い るこ とを知 る。無法 の世

界 にお ける白人 と黒人の対 立 とその白人 を合法的 に擁護す る彼女 の父親 を代表

とす る白人 の世界,こ れ は特 殊 な 人種 差 別 の構 図 だ(Baby,thisain'tn・ ・rd'nary

type'scrimunshun.")と ジ ョニ ー は捉 え て い る。 合 法 的 な手段 で彼 を守 ろ うとす

るメア リーに向か って,彼 は黒 人 を殺 す の は彼 女 の よ うに無知 な忌 ま忌 ま しい

リベ ラ リス トに他 な らない と非難す る。

2場 にお い て,メ ア リーの 出現 で ジ ョニ ー との 愛 に絶望 したデ ィーは 自殺 し,

コー ラ は 白人 の フ ィア ンセ を見 つ け,シ ャ ンテ ィー は ジ ョニ ーの侮 蔑 に耐 えが

た くなって黒 人の世界 に背 を向 けてそれぞれ去 って い く。

ジ ョニーが メア リーに示 した愛のポ ーズ は彼 の 白人への憎 しみか ら生 じた も

のだ ったのだが21}彼 女 は彼 を助 け るべ く父親 の も とか らフ ァイル を盗み 出 して

くる。 メア リーの父,ボ ール トンが そ れ を取 り戻 すべ く交渉 にや って来 る。 そ
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れには応 じず ジョニーが死 を賭 けてそれを武器 に白人のマフィアを牛耳 り自ら

の野心 を達成 しようとしている事 を察知 したゲイブはそれを阻止 しようとす る

が失敗する。そ して,

Johnny:Gabe,wewasgotthedaywewasborn!Whereyoubeen?Jus'

bein'blackain'tneverbeennorealreasonforlivin'

Gabe:IfIthoughtthatI'dprobablygocrazyorcommitsuicide.22}

この会話 にお いて,二 人 は初 め て黒 人 と して の ア イデ ンテ ィーを共有す るので

あ る。

3場 は この ドラマ の ク ラ イマ ック スで ある。

マ シー ン ・ドッグ23)が ジ ョニ ーへ の 同志 か らの メ ッセ ー ジを伝 えるべ く登場

す る。マ シー ン ・ドッグは戦 う黒人 の ソウルの化 身であ り,ゲ イ ブの深 層 心 理

の 表 出 に ほか な らない。 そのメ ッセージにはジ ョニー一の使命 が託 されてい る。

それ は彼 に 自らの死 を受 け入 れ,死 後,白 人 の脳 の最 も奥 深 い所 に取 りつ き彼

らの歪 み痛 んだ精神 を更 に苦 悶 させ 続 ける ことを誓 わせ る ものであ った24}。ジ

ョニ ー はそ れ を受 け入 れ儀 式 が 終 わ り,ド ラマ は進 行 す る。 ボ ー ル トンが私服

の警官 を連れて登場 し,メ ア リー を唆 した と威 嚇 しフ ァイル を取 り戻 そ うとす

る。コピー を取 っていた ジ ョニー はそれ に応 じ彼 らは退場 す る。そ こヘ ソウル ・

フー ドを振 る舞 お うとスウ ィーツが登場す る。 この場合,ソ ウル ・フー ドは黒

人 の サ イケ を シ ンボ ル化 してい る。 それ を初め て口す るゲイブの行為 は彼 の変

身 を暗示 して いる。やがて,ジ ョニ ーが 当 局 に密 告 しよ う とす るの を警告 にや

って来たマ フ ィアの一員 と戦い にな り,ス ウ ィー ツ は ジ ョニ ー をか ば って相手

を殺 し,彼 に全 財 産 を譲 る遺 言書 を渡 しチ ャー リー ・フ ィーバ ー を払 い除け と

告げて自らも息絶 える。スウィーツとの約束を無視 し計画を実行 しようとする

ジ ョニー をゲ イブ は諌 め よ うとす る。 ジ ョニ ーのゲ ームは白人 に対 す る個人 の

戦いだ と告 げ るゲ イブに向か って,ジ ョニ ー は次 の よ うに告 げ,
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Jonny:It'syourwartoo.Whycan'tyouseethat?Youwannagoonbe-

lievin'inthelie?Weatwar,Gabe!Blackag'instwhite.25)

彼 に銃 を持 たせ る。 自分 を撃 たせ ようと してい る彼 の意図 を察知 してため ら う

ゲ イブに向か って,ジ ョニ ー は ゲ イ ブ を臆 病 者 と罵 りた きつ ける。発作 的 にゲ

イブ は引 き金 をひ きジ ョニー を撃 ち殺す 。こう して,ゲ イ ブ は 自 らが マ シー ン ・

ドッグの 宣告 の執行者 とな りジ ョニー,つ ま り自分 の 中 に存 在 す る もうピ人 の

自分 を抹殺 す るので ある。

ゲ イブが ジ ョニ ーの死 を自殺 と見せ 掛 ける工 作 を して い る問,再 びマ シー

ン ・ドッグが 現 れ ゲ イ ブの中 にあ る欺隔(不 条理 な人種関係 を告発 しそれに対 して

戦 うことを回避 してきた彼の生 き方)を 長 台 詞 で もっ て告 発 す る。 そ の欺 隔 こそ

現代 に至 まで のあ らゆる黒人 の苦悩 と死 を招 いた元凶で あ り,真 の 同志 を死 に

到 ら しめ た者 は破 滅す るであろ うと。

4幕 は喪服 に 身 を包 ん だ女 性("TheBlackLadyinM・urning")と な った ゲ イ ブ

が現 れ観 客 に 向か って語 りかける。

Gabe:…IknowwhatIamwhatIseeinyourfaces.Youaremymirros.

…Butunlikeametallicreflection
,youwillnotholdmyimageforvery

long...Therefore,Imusttrytoprovokeyou....Changemypartoverand

overagain.…Fortomorrow,Iwillgooutamongstyou,``TheBlackLady

inMourning."…26)

ゲイブは黒人と白人の相関関係 を鏡のイメージで もって表現する。つ まり,

黒人 とい う主体 は白人 とい う客体(鏡)に よってのみ映 し出されるものであ り,

しか も,そ の客体 は有機的な存在であるが故 に,そ れを鏡 として機能 させ るに

は主体は客体に絶 えず働 きかけ続 けなければならない と。言い換えれば,黒 人

にとって彼 らの自己認識,或 いは自己実現 とは人種関係 の構図の中でのみ試み

うるということである。
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この構 図 の 中で彼 らが そ れ を試 み る時,そ れ は 白人社 会 が彼 らに容 認 す る限

界 を突破 しよ うとす る欲求 として現 れて くるのであ る。 この作 品で は,黒 人 に

と って居 場 所 が 無 い('n・placet・bes・mebody')ア メ リカ で そ の場 所 を求 め よ う

とす る人物 を想定 し,彼 ら を競 わせ,彼 らが 虚 し くもそ の演 じるべ き役 割 を探

求す る様 を描 いてい く。そ して,こ の ドラマ ター ジ ー の基 底 に流 れ るテ ーマが

チ ャー リー ・フィーバ ーに他 な らないので ある。

"b
adnigger"の 体 現 で あ り死 を 目前 に した ス ウ ィーツはそれ を払 い除 ける こ

との み追 い求 め,ジ ョニ ー は ブ ラ ッ ク ・マ フ ィ ア を築 くこ とに よって ホ ワイ

ト ・パ ワーを打 ち砕 きたい と言 う野望 に取 りつ かれた。 だが,ジ ョニ ー のゲ ー

ム は始 まる前 か ら負 けてい る。彼 の勝 ち 目の無い戦 いの傍観者 であ ったゲ イブ

はそのゲーム にコ ミッ トす るこ とを余儀 な くされ そ うにな った瞬間,彼 を撃 つ

こ と を選 ん だ 。何 れ の 人物 も自己実現 の過程で潜 り抜 けな けれ ばな らない壁 に

直面 した時,敗 者 と して の 自己 を認 識 す るの で あ る。彼 らに とって は試 みる こ

とのみ許 され る虚 しい戦いか,そ の 戦 い を放 棄 す るか,二 者 択 一 の 道 しか残 さ

れ て い な い のであ る。

彼 らの死 を悼 み,喪 服 に身 を包 ん だ女性 とな った ゲ イブ は彼 の独 白を次 の よ

うな言葉 で締 め くくり,幕 が 降 りる。

Gabe:...Iwillmournapassing!Yes.Thepassingandtheendingofa

peopledying.Ofapeopledyingintothatnewlife.Apeoplewhoseidentity

couldonlybemeasuredbythestruggle,thedehumanization,t}1edegrada-

tiont}leysuffered._.27)

ゲイブの生み出 したヴィションとは ドラマの冒頭における彼の独 白の中で暗示

された聖書の 「終わ りの時」の表出に他 ならなか ったのである。

さて,天 使,ガ ブリエルを想起 させ る名 を持つゲイブと,彼 の喪に服する"女"

への変身にはどのような意味がこめ られているのだろうか。この作品における

ゲイブのイメージを羅列すると次の ようになる。人間界の不都合 な運命 を司 り
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不条理な出来事 を引 き起 こす者,カ タス トロフィーの 目撃者であ り死者や敗者

を召還する者,そ して,両 性具備者。新 たなるカオス的世界の出現 は女性性の

出現 と見な しうる。これ らはまさに天使の持つイメージに重な りあいは しない

だろうか28)。

4

カ オ ス か らカ タス トロ フ ィーへ そ して再 びカオスへ と,こ の 出 口 の な い循 環

す る世 界 を描 いた この ドラマ をGenevi6veFabreは"リ ア リズ ム か ら始 ま り

シ ュー ル レア リズムに至 る演劇"と 規 定 した29)。こ こ にお い て は ス トー リーの

展 開 上,あ る い は取 り上 げ た テ ー マ に関 して必要 な人物 しか詳述 しなか ったの

だが,そ の他 の何 れ の 人物 も リア リテ ィーを もって描 かれてい る。 ゴー ドンが

それ らの人物 に課 した役割 を考 える時,何 れ もス テ レオ タイ プ化 を免 れ てない

と言 えるが,彼 らの 会 話 を通 じて彼 らが 社 会 の吹 き溜 ま りと も言 うべ きジ ョ

ニ ーのバ ーに集 まって来 た ことに必然性 を与 えることに成 功 してい る。 だが ,

これ らの人 物 は一 様 に 固有 の不 快感 に悩 まされてい る。 ゴー ドンは彼 らを黒人

英語 を駆 使 した彩 しい台詞 まわ しで もって対 決 させ,そ の不 快 感 を突 然 の,時

に は不 可 解 な怒 りや荒 々 しさ,か らか い の噴 出 と して 出現 させ る。そ して,そ

れ を彼 らの役 割 が 逆 転 す る まで押 し進 めてい くのであ る。例 えば,3幕1場 に

お け る デ ィー とエ ヴ ィー の会 話(デ ィーが顔 を靴墨で黒 くし,黒 人英語で喋 り出す),

3幕2場 で の シ ャ ンテ ィー とジ ョニ ー の 会話(シ ャンテ ィーは突然 レイシス トに

変貌する)等 。 そ して,3場 に お け る ゲ イ ブ とジ ョニ ー の逆 転 がハ イライ トで

あ る ことは言 うまで もない。そ してそれ らの不快感 が集大成 され た時(逆 転が

完了 した時),そ れが 起 爆 剤 とな っ て一 気 に リア リテ ィーが崩壊 してい くのであ

る。

Fabreの 定 義 を借 りて こ の ドラマ を シ ュール レア リズム と規定 したのだが,

使 用 した テ キ ス トに は タイ トル に"3幕 か らな る ブ ラ ック ・ブ ラ ック ・コメデ

ィー"と 言 う紹介 が付 記 され て い る。 ゴー ドン自身 もこの ドラマ を 「喜劇で は
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あ るが,悲 劇 的 ニ ュ ア ンス を有 す る」 と語 っている ようだが,こ の 点 に 関 して

も少 し触 れ て お きたい。マ ンス ・ウ ィリアムズ はこの ドラマ(及 びジュネの 『黒

んぼ た ち』)の 「ブ ラ ッ ク ・ユ ー モ ア は極 め て抽 象 的 な不 調 和(metaphysicaI

incongruity)に 基 づ い て い る。 … こ の不 調 和 か ら生 じる感1青 を成 就 す るた

め ブ ラ ック ・ユ ーモ リス トは誇張 や機知 を皮 肉 っぼ く使 用 し,そ れ に よ って風

刺 を越 え た30)。」 と述 べ て い る。 この 作 品 に お いて は,登 場 人 物 の 現 実 と彼 ら

の 達 成不 可 能 な野心 との間に生 じる一連 の緊迫状 態 によってその不調和 は生 み

出 されて い く。 そ こか ら生 じる感情(不 快 感 と置 き換 えていいだろう)表 現 こ そ

ブ ラ ック ・ユ ーモ リス トの 目指す ところであ る とすれ ば,そ れ は ジ ョニ ー に お

い て 最 も見 事 に達成 されてい るといえ よう。

この ドラマ は,い わ ば,自 己実 現 の試 み にお け る葛 藤 か ら,自 家 撞 着 的混 乱

を きた した一 人 の人 間の心象風景 を描 いた作 品 と言 えるだ ろ う。いずれ にせ よ,

ゴ ー ドンは,ブ ラ ック ・ユ ーモ ァ と シ ュー ル レア リズ ムを結合 させ,か つ て 例

を見 な い高 ま りを見 せ た60年 代 の黒 人運 動 に よ って も拭 い きれ なか った黒人 の

根底 に存在 し続 ける不協和 音 を描 いて見せ たのであ る。
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